大正期から昭和戦前期における国家学会の実態に関する一考察 -役員の就任状況と『国家学会雑誌』に注目して- by 佐々木,研一朗
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An Analysis of the Kokka Gakkai from Taisho to
Showa Prewar Period;
Focus to the Board Members and the Kokka Gakkai Zasshi
政治学専攻 博士後期課程 2013年度入学















































































学会設立と同時に制定された国家学会規則（1887年 2 月 9 日制定）は，役員について次ページ




国家学会規則（1887年 2 月 9 日制定) 国家学会規則（1927年 5 月25日改正)









































年 7 月廃止），同年12月会計主任を補佐する会計委員の設置が行われている（第 9 巻第 6 号383
―  ―
表 戦前の国家学会の歴代評議員長
氏 名 就任時の所属（年齢) 在任期間
初代 渡辺洪基 東京帝国大学総長（39） 1887年12月～1890年06月
2 代 加藤弘之 東京帝国大学総長（54） 1890年06月～1893年10月
3 代 渡辺洪基 貴族院勅選議員（45） 1893年10月～1901年05月
4 代 田尻稲次郎 会計検査院長・経済学者（51） 1901年10月～1907年10月
5 代 穂積陳重 東京帝国大学法学部教授（52） 1907年10月～1918年12月
6 代 阪谷芳郎 貴族院男爵議員・元蔵相（55） 1918年12月～1938年05月






















任している。在任期間は初代及び 3 代の渡辺洪基が通算10年 2 ヶ月，2 代の加藤弘之が 3 年 4 ヶ
月，4 代の田尻稲次郎が5年11か月，5 代穂積陳重が11年 2 ヶ月，6 代阪谷芳郎が19年 4 ヶ月，7 代
小野塚喜平次が 5 年 6 ヶ月である。最長は阪谷であり，最短が加藤となる。
―  ―
表 歴代評議員長のキャリア
氏 名 帝大教授 帝大総長 貴院議員 枢密顧問 政府各省
初代・3 代 渡辺洪基 × ◯ ◯ × ◯1
2 代 加藤弘之 ◯ ◯ ◯ ◯ ×
4 代 田尻稲次郎 ◯ × ◯ × ◯2
5 代 穂積陳重 ◯ × ◯ ◯ ×
6 代 阪谷芳郎 × × ◯ × ◯2
7 代 小野塚喜平次 ◯ ◯ ◯ × ×
筆者作成
































一木喜徳郎 井上友一 浜尾新 早川千吉郎 新渡戸稲造 穂積八束 富井政章
戸水寛人 織田一 岡野敬次郎 和田垣謙三 金子堅太郎 金井延 片山貞次郎
筧克彦 田尻稲次郎 添田寿一 中村進午 上杉慎吉 山田三良 松崎蔵之助
松岡均平 木場貞長 寺尾亨 有賀長雄 水野錬太郎 宮崎道三郎 斯波淳六郎
末松謙澄
評議員兼雑誌委員
小野塚喜平次 河津逞 河上肇 立作太郎 高橋作衛 高野岩三郎 野村淳治










一木喜徳郎 井上友一 浜尾新 早川千吉郎 穂積陳重 新渡戸稲造 富井政章
戸水寛人 岡野敬次郎 和田垣謙三 金子堅太郎 金井延 片山貞次郎 筧克彦
田尻稲次郎 添田寿一 中村進午 山田三良 松崎蔵之助 木場貞長 寺尾亨
有賀長雄 水野錬太郎 宮崎道三郎 斯波淳六郎
雑誌委員兼評議員
小野塚喜平次 渡邊銕蔵 河津逞 吉野作造 立作太郎 高橋作衛 高野岩三郎
中田薫 上杉慎吉 上野道輔 野村淳治 桑田熊蔵 矢作栄蔵 山崎覚次郎
松岡均平 美濃部達吉 清水澄 森荘三郎
雑誌委員
糸井靖之 神川彦松 上野道輔 舞出長五郎 森戸辰男
幹事
桂梟 北原安衛 三木維四郎
作成参照『国家学会雑誌』第21巻第 7 号，第33巻第 1 号

















































































































一木喜徳郎 浜尾新 新渡戸稲造 穂積陳重 富井政章 戸水寛人 岡野敬次郎
渡邊鉄蔵 金子堅太郎 金井延 高野岩三郎 添田寿一 中村進午 上野道輔
桑田熊蔵 矢作栄蔵 山田三良 松岡均平 木場貞長 寺尾亨 水野錬太郎
宮崎道三郎 斯波淳六郎 清水澄 森俊六郎
雑誌委員兼評議員
小野塚喜平次 筧克彦 河津逞 吉野作造 立作太郎 中田薫 上杉慎吉
山崎覚次郎 美濃部達吉 森荘三郎 神川彦松 高木八尺 南原繁
雑誌委員














あるを認めざるを得ない」（第47巻第 1 号40）と伝えるに至っている。わずか 5 年で国際情勢が
一変していることを，ここで神川は生々しく伝えていたのである。
この「海外政治事情」が創設された一つの背景に，国家学会に新たな役員が就任していたという
事実を見つけることができる。上の表 6 は，1924年 7 月時点の役員である。4 月 4 日に開催され
た評議員会において神川彦松，高木八尺，南原繁，蝋山政道，山田止戈三26 の 5 人が雑誌委員に就
任する。山田のみ大学院生であり，ほかの 4 人は法学部の助教授である。5 月19日の総会では神
川，高木，南原の 3 人は評議員に推薦され，雑誌委員と兼任になる（第38巻第 5 号148）（第38













一木喜徳郎 上野道輔 岡実 織田萬 小野塚喜平次 筧克彦 金子堅太郎
河津逞 木場貞長 清水澄 下村宏 高野岩三郎 高柳賢三 立作太郎 中田薫
中村進午 野村淳治 深井英五 松岡均平 水野錬太郎 美濃部達吉 森荘三郎
森俊六郎 山崎覚次郎 山田三良 渡辺鉄蔵
雑誌委員兼評議員
石井良助 岡義武 刑部荘 久保正幡 杉村章三郎 高木八尺 田中二郎
南原繁 安井郁 矢部貞治 横田喜三郎 蝋山政道
雑誌委員

















































































































































































































9 この時の規則改正案の作成は，中田薫，山崎覚次郎，高木八尺の 3 人によって行われた（第41巻第 5 号
133）。
10 大蔵官僚，教育家。1871年鹿児島貢進生としてアメリカへ渡航，1874年 9 月イェール大学に入学する。




















る（第33巻第 1 号147）（第51巻第11号138）（第52巻第 6 号160）。3 代渡辺と小野塚は病気のため死
去したことによる（第15巻第 6 号120121）。
15 法学者。1855年 7 月国学者重樹の二男として生まれる。1871年 1 月大学南校に入学，1876年からイギリス





















（森 1963186）と後年述べている。森は1887年 3 月 2 日滋賀県生まれ，1913年 7 月東大帝国大学法学部卒
業後，文部省から留学生として英仏独 3 ヶ国へ派遣され，1917年 5 月帰国，翌月東京帝大助教授任官，
1919年 4 月教授に昇格し，経済学部で教鞭をとっている（森 1963187）。
20 法学部助手については，拙稿（佐々木 2011，2012）を参照のこと。











26 指導教員は小野塚喜平次と吉野作造。ただ山田は1924年 5 月より病気療養のため休職，同年12月31日死去
している（第39巻第 2 号161）。
27 1926年 4 月15日に開催された評議員会では，小野塚，南原，高木の 3 人が今後法学部諸教授の執筆を斡旋す
ることを決議している（第41巻第 5 号133）。




1942年 4 月15日 昭和17年度評議員会開催
小野塚から「国家学会の組織を財団法人となすの件」が提案され，年度内の実施が承認
（第56巻第 5 号131）
1942年 5 月 「国家学会基金募集趣意書」発表，基金募集開始（1942年12月31日迄）
財団法人化の理由として「本会がこの歴史的使命の達成に邁進して萬遺憾無きを期せんが
為には，先ず財政の基礎を確立するの要がある」（第56巻第 5 号134）
1943年 4 月 1 日 文部大臣認可
基本金目録（1943年 3 月31日現在）に従えば，基本金六萬円，内訳は信託金五萬円，公
債金壱萬円
1943年 5 月 7 日 法人設立の登記完了
1943年 5 月11日 財団法人国家学会第一回評議員会開催






31 財団法人国家学会寄附行為第12条に従えば，役員の定数は理事 5 名以上10名以内（内会長 1 名），監事 2 名，
評議員30名以上100名以内となっていた。また理事は評議員から，会長は理事の中から互選されることにな
った（第57巻第 6 号「財団法人国家学会設立の件に就き会員諸氏に謹告」25）。


















































森俊六郎（1953）「秘書官物語 2 蔵相 阪谷芳郎」大蔵財務協会『財政』第18巻第 2 号，132135頁。
矢部貞治（1974）『矢部貞治日記〈銀杏の巻〉』読売新聞社。
